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1. 研究の名称 

胆膵領域における内視鏡的・経皮的処置の実態・安全性・有効性に関する 

後方視的観察研究 

 

2. 倫理審査と許可 

京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受

け、研究機関の長の許可を受けて実施しています。 

 

3. 研究機関の名称・研究責任者の氏名 

京都大学大学院医学研究科 消化器内科学講座 助教 松森 友昭 

 

4. 研究の目的・意義 

本研究では、当院で胆膵疾患に対して施行された内視鏡的処置および経皮的処置に関

する診療情報を後方視的に収集・解析し、これらの処置の実態、安全性および有効性

を検討します。胆管炎、胆管結石、胆道狭窄、胆道癌、膵疾患などの診療において

は、内視鏡的逆行性胆管膵管造影（ERCP）や超音波内視鏡（EUS）、経皮経肝胆道ドレ

ナージ（PTBD）などの処置が広く行われており、診断や治療に重要な役割を果たして

います。また近年では、高齢の患者さんや複数の病気を有する患者さんの増加に加

え、がん薬物療法や遺伝子解析の進歩に伴い、これらの処置に求められる役割はさら

に拡大しています。 

 

一方で、これらの処置には膵炎、胆管炎、出血、穿孔などの偶発症が生じる可能性が

あり、安全性の評価も重要な課題となっています。本研究では、患者さんの背景、処

置内容、治療成績、偶発症などを解析することで、実臨床における処置の有効性や安

全性、ならびに治療成績に関連する因子を明らかにすることを目的としています。本

研究で得られた知見は、胆膵疾患に対するより安全で効果的な診断・治療戦略の構築

および医療の質の向上に役立つことが期待されます。 

 

5. 研究実施期間 

実施許可日 〜 2031 年 3月 31日 

 



6. 対象となる試料・情報の取得期間 

2010年 1月 1日〜2026年 6月 30日までに京都大学医学部附属病院 消化器内科におい

て胆膵領域の診断・治療手技（ERCP/EUS関連処置、経皮的胆管・胆嚢処置）を受けた

方 

 

7. 試料・情報の利用目的・利用方法 

研究に関する既存の臨床情報を京都大学医学部附属病院の電子カルテシステムより抽

出、解析します。なお、個人を特定できる情報を削除（ID化）して使用します。 

 

8. 利用または提供する試料・情報の項目 

年齢、性別等の患者基本情報、身長・体重・Performance Status等の身体情報、 

既往歴・併存疾患、内服薬等の診療情報、血液・生化学検査等の検査結果、CT・MRI・

超音波検査等の画像検査結果、原疾患名および病理学的診断結果、内視鏡的処置

（ERCP、EUS関連手技等）および経皮的処置（PTBD、PTGBD等）の実施内容、処置時

間・使用デバイス・鎮静方法等の処置関連情報、組織採取・細胞診等の診断結果、処

置の技術的成功および臨床的成功に関する情報、偶発症の有無、種類および重症度に

関する情報、再処置や追加治療に関する情報、入院期間・転帰および予後に関する情

報 

 

9. 利用または提供を開始する予定日 

実施許可日以降 

 

10. 当該研究を実施する全ての共同研究機関の名称および研究責任者の職名・氏名 

本研究は京都大学医学部附属病院 消化器内科学講座でのみ行い、他機関の関与はあり

ません。 

 

11. 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名または名称 

京都大学大学院医学研究科 消化器内科学講座 助教 松森 友昭 

 

12. 研究対象者またはその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別される試料・情

報の利用または他の研究機関への提供を停止すること及びその方法 

ご自身の試料・情報を研究に利用されたくない方は、連絡先までその旨お知らせ頂け

れば、解析対象から削除します。 

 

13. 他の研究対象者等の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内での研



究に関する資料の入手・閲覧する方法 

他の研究対象者等の個人情報及び知的財産に支障がない範囲で研究に関する資料の入

手・閲覧が可能です。希望される方は、問合せ窓口までお知らせください。 

 

14. 研究資金・利益相反 

1） 研究資金の種類および提供者 

資金名：胆膵分子生物学研究助成（予算コード：200040700065） 

提供者：松森 友昭（医学研究科 消化器内科学講座、助教） 

 

2） 提供者と研究者との関係 

資金提供者が研究責任者であるため、研究の企画、運営、解析、論文執筆にすべて

関与します。 

 

3） 利益相反 

利益相反について、京都大学利益相反ポリシー、京都大学利益相反マネジメント規

程に従い、京都大学臨床研究利益相反審査委員会において適切に審査しています。 

 

15. 研究対象者およびその関係者からの求めや相談等への対応方法 

1） 研究課題ごとの相談窓口 

研究責任者 京都大学 大学院医学研究科 消化器内科学講座 助教 松森 友昭 

（Tel）075-751-4319 

（E-mail）tom.matu@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

 

2） 京都大学の苦情等の相談窓口 

京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口 

（Tel）075-751-4748 （E-mail）ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

 

16. 外国にある者に対して試料・情報を提供する場合 

試料・情報の提供の予定はありません。 


